２０１４年度「第７回　組込み適塾」申込書
申し込み日：２０１４年　月　日
組込み適塾の受講を申し込まれる方は、必要事項を記載のうえ組込みシステム産業振興機構事務局に電子メールまたはファックスで提出ください。なお、受講を申し込まれる方は合わせて、事前アンケート合わせて提出ください。
1． 受講を申し込みされる方

氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　　
会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　
所属・役職：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連絡先

　　住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　電話：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　Fax：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　メール：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2． 派遣元連絡先

氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　　
会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　
所属・役職：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連絡先

　　住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　電話：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　Fax：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　メール：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3． 申込書送付先
組込みシステム産業振興機構「組込み適塾」事務局（担当：井原）
E-Mail：esip_info@kansai-kumikomi.net

FAX:０６－６４９４－７３８６

4． 受講コース・科目の選択
　◆コース受講を希望される方は（１）で選択されるコースに、科目受講を希望される方は（２）で選択される科目に、講座受講を希望される方は（３）で選択される講座にチェックを入れてください。

（１）コース受講

◆アドバンストコース、アーキテクチャ設計コース、実装エンジニアリングコースのいずれかのすべてのコースを受講する方式です。（なお、アーキテクチャ設計コースの選択科目は「プロジェクトマネジメント科目」または「コア技術科目」のどちらか１科目の選択になります。）
体系立てて必要な知識・技術を網羅的に修得することができます。
	チェック
	コース
	選択科目
	日数

	□
	アドバンストコース
	
	１０日間

	□
	アーキテクチャ設計コース
	選択科目１：
プロジェクトマネジメント科目
	１５日間

	□
	アーキテクチャ設計コース
	選択科目２

コア技術科目
	１５日間

	□
	実装エンジニアリングコース
	
	１３日間


（２）科目受講
◆各科目内のすべての講座を受講する方式です。特定の分野について重点的に学ぶことを希望されることを希望される方にお奨め致します。また、過年度一部の講義を受講できなかった方の補修と継続的なスキルアップのために活用いただけます。科目受講修了証が発行され、受講者の中から成績優秀者を表彰します。
さらに、複数年度でコースの全科目を受講するとコース受講修了証が発行されます。
	チェック
	コース
	選択科目
	日数

	□
	システムエンジニアリング科目
（アドバンストコース）
	
	５日間

	□
	アドバンストシステムデザイン科目
（アドバンストコース）
	
	５日間

	□
	ベース科目
（アーキテクチャ設計コース）
	
	１０日間

	□
	プロジェクトマネジメント科目
（アーキテクチャ設計コース）
	
	３日間

	□
	コア技術科目
（アーキテクチャ設計コース）
	
	３日間

	□
	システムデザイン科目
（アーキテクチャ設計コース）
	
	２日間

	□
	基礎科目
（実装エンジニアリングコース）
	
	５日間

	□
	実装演習科目（初級）
（実装エンジニアリングコース）
	
	２日間

	□
	実装演習科目（実践）
（実装エンジニアリングコース）
	
	５日間


（３）講座受講
◆必要な講義を１講座から自由に選択する方式です。業務の兼ね合いで研修に複数日参加できない方や、特定の分野の知識が即戦力として必要な方のためのものです。講座の受講証明書が発行されます。
	アドバンストコース

	
	チェック
	講義名
	講師（敬称略）
	講座番号

	①システムズエンジニアリング科目
	□
	セキュアシステム概論
	産業技術総合研究所 ：松井 俊浩 
	V01-01

	
	□
	組込みセキュアシステム構築技法
	（株）ルネサスソリューションズ：藤岡 宗三
	V01-02

	
	□
	システムセキュリティ演習
	情報セキュリティ大学院大学 ：後藤 厚宏
	V01-03

	
	□
	システムモデリングによるモデルベース開発
	慶應義塾大学 ：西村 秀和 
	V01-04

	
	□
	機能安全を考慮したシステム要求と分析
	産業技術総合研究所 ：相馬 大輔
奈良先端技術大学院大学 ：高井 利憲
	V01-05

	
	□
	形式手法/モデル検査
	産業技術総合研究所 ：西原 秀明 
	V01-06

	②アドバンストシステムデザイン科目
	□
	デザイン思考によるシステムアーキテクティング
	慶應義塾大学 ：白坂 成功 
	V02-01

	
	□
	デザイン思考によるビジネスアーキテクティング
	慶應義塾大学 ：白坂 成功
	V02-02


	アーキテクチャ設計コース

	
	チェック
	講義名
	講師（敬称略）
	講座番号

	①ベース科目
	□
	コンピュータ・アーキテクチャの基礎 
	大阪大学：今井　正治/武内　良典 
	A01-01

	
	□
	組込み開発現場からみたアーキテクト
	大阪大学：春名　修介 
ビースラッシュ（株）：山田　大介
	A01-02

	
	□
	組込みシステムのためのUI設計
	(株)大伸社 ：白根　英昭
	A01-03

	
	□
	組込みのための要求工学
	システム安全検証センター ：山本　修一郎
	A01-04

	
	□
	構造化分析・設計とオブジェクト指向設計
	京都産業大学 ：荻原　剛志
	A01-05

	
	□
	組込みのためのUML入門 
	㈱東陽テクニカ  ：二上　貴夫 
	A01-06

	
	□
	リファクタリング
	愛媛大学 ：柳原 圭雄
	A01-07

	
	□
	レビュー手法
	名古屋大学 ：山本　雅基
	A01-08

	
	□
	組込みソフトウェア設計論
	名古屋大学 ：山本　雅基
	A01-09

	
	□
	システム開発ドキュメンテーション
	（同）イオタクラフト ：塩谷　敦子
	A01-10

	
	□
	テスト技法
	宮崎大学 ：片山　徹郎
	A01-11

	
	□
	ハードウェア/ソフトウェア・コデザイン
	大阪大学 ：今井　正治／武内　良典
	A01-12

	②選択科目
	プロジェクトマネジメント科目
	□
	プロジェクトマネジメントの基礎と実践
	日本大学 ：平山　雅之
	A02-01

	
	
	□
	プロセス改善とパーソナルソフト開発作法の基礎と実践
	パナソニック(株) ：平石　輝彦
	A02-02

	
	
	□
	データに基づくプロジェクト改善
	奈良先端科学技術大学院大学 ：松本 健一/門田 暁人
	A02-03

	
	コア技術科目
	□
	イベント駆動型ソフトウェアの設計
	大阪大学 ：春名 修介 
	A03-01

	
	
	□
	並行性と状態遷移設計
	産業技術総合研究所：磯部 祥尚 
	A03-02

	
	
	□
	コンカレントシステム
	大阪大学 ：土屋 達弘
	A03-03

	
	
	□
	時間駆動型ソフト設計
	東京都市大学 ：横山 孝典
	A03-04

	
	
	□
	アンドロイドアプリケーション開発
	(株)デジタルプライム ：見手倉 理弘
	A03-05

	③システムデザイン科目
	□
	デザイン思考によるシステムアーキテクティング
	慶應義塾大学 ：白坂 成功 
	A03-06


	実装エンジニアリングコース

	
	チェック
	講義名
	講師（敬称略）
	講座番号

	①ベース科目
	□
	コンピュータ・アーキテクチャの基礎 
	大阪大学：今井　正治/武内　良典 
	J01-01

	
	□
	コードリーディング
	ビースラッシュ(株)：阿部 哲
	J01-02

	
	□
	組込みソフトウェア構築技法
	大阪電気通信大学 ：南角　茂樹
	J01-03

	
	□
	μＩＴＲＯＮを使用した組込みプログラミングの基礎　
	名古屋大学 ：山本 雅基 
（株）ルネサスソリューションズ
	J01-04

	②実装演習科目（初級）

	□
	マイコンの基礎 /ボードを使った組込みソフト実習①
	大阪大学 ：尾上 孝雄　監修 
　　　三菱電機マイコン機器ソフトウエア㈱
	J02-01～06

	
	
	ＦＰＧＡの基礎
	
	

	
	
	ボードを使った組込みソフト実習②
	
	

	
	
	ボードを使った組込みソフト実習③
	
	

	
	
	ボードを使った組込みソフト演習④
	
	

	
	
	マイコンＦＰＧＡトレードオフと仕様変更、不具合調整時の実装
	
	

	③実装演習科目（実践）
	□
	組込みシステム講座(ＰＣソフトとの違い)　（半日）
	大阪大学 ：尾上 孝雄　監修 
　　大阪大学 ：畠中 理英
　　(株)ルネサスソリューションズ
　　三菱電機マイコン機器ソフトウエア(株)

	J03-01～09

	
	
	ＲＸマイコンの効率的な使い方
	
	

	
	
	コ・デザインにおける省エネルギー化への取組（半日）
	
	

	
	
	マイコンとFPGAの速度差比較
	
	

	
	
	ＦＰＧＡの基礎実践
	
	

	
	
	組込みシステム実践講座（ステッピングモーター編）
	
	

	
	
	拡張ボードの作成（はんだ付け講習）
	
	

	
	
	まとめ、報告資料の作成
	
	

	
	
	報告会
	
	


以上
【個人情報の保護について】


記入いただいた個人および企業情報は、機構で実施する事業において利用し、第三者に開示はいたしません。
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